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※ 次回の「弘法さん」縁日は１２月５日 (土 ) です。
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
冬
も
近
く
な
り
、

寒
い
日
が
増
え
ま
し
た
。
今
年
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
コ
ロ
ナ
の
両
方
に
気
を
つ
け
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く

だ
さ
い
。

   

今
年
の
か
わ
ら
版
は
三
河
新
四
国
八
十
八

ヶ
所
霊
場
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
月
は
蒲
郡
市
西
部
の
形
原
温
泉
に

向
か
い
ま
す
。

★
人
形
供
養

   

四
十
九
・
五
十
番
か
ら
蒲
郡
駅
北
側
の
市

街
地
を
北
西
に
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
進
む
と
、

五
十
一
番
、
松
全
山
薬
證
寺
。
真
言
宗
醍
醐

派
の
お
寺
で
す
。

   

蒲
郡
の
基
盤
を
築
い
た
藤
原
俊
成
が
こ
こ

に
国
家
鎮
護
道
場
を
つ
く
っ
た
の
が
起
源
。

当
初
の
寺
号
は
安
養
寺
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

   

寺
号
が
変
わ
っ
た
の
は
一
七
五
一
年
。
当

地
の
上
ノ
郷
城
の
城
主
が
病
を
患
い
、
当
寺

に
病
気
快
癒
の
祈
祷
を
依
頼
。
十
七
日
間
続

い
た
祈
祷
の
結
果
、
城
主
は
無
事
快
癒
。
以

来
、
寺
号
が
薬
證
寺
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

   

人
形
供
養
で
も
知
ら
れ
て
お
り
、
毎
年
三

月
四
日
に
は
人
形
供
養
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

   

五
十
二
番
は
本
堂
右
側
に
あ
る
大
師
堂
で
す
。

    

ご
本
尊
（
五
十
一
番
）
不
動
明
王

    

ご
本
尊
（
五
十
二
番
）
秋
葉
三
尺
坊
大
権
現

    

ご
詠
歌　

大
聖
の 

諸
病
を
癒
す

願
な
れ
ば 

薬
を
證
す 

寺
に
祈
れ
よ

★
形
原
温
泉

   

五
十
一
・
五
十
二
番
か
ら
徐
々
に
蒲
郡
駅

周
辺
市
街
地
を
離
れ
西
進
。
や
が
て
国
道
二

四
七
号
線
を
西
浦
半
島
に
向
か
っ
て
南
下
。

名
鉄
蒲
郡
線
を
越
え
て
大
坪
を
左
折
す
る
と

形
原
温
泉
に
入
り
ま
す
。

   

五
十
一
・
五
十
二
番
か
ら
約
七
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
進
む
と
五
十
三
番
、
海
性
山
真
如
寺
。

浄
土
宗
西
山
深
草
派
の
お
寺
で
す
。

   

形
原
温
泉
は
、
天
正
年
間
（
十
六
世
紀
後

半
）
に
補
陀
寺
の
祖
丘
禅
師
が
夢
の
お
告
げ

に
よ
っ
て
湯
を
掘
り
当
て
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

そ
の
後
涸
渇
し
た
も
の
の
、
一
九
四
五
年
の

三
河
地
震
の
影
響
で
再
び
湧
出
し
ま
し
た
。

   

温
泉
旅
館
が
増
え
た
た
め
に
再
度
枯
渇
し

た
も
の
の
、
一
九
九
八
年
、
海
岸
か
ら
内
陸

に
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
原
山
の
地
下
で

湯
脈
が
発
見
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

   

当
寺
の
前
身
は
佐
久
島
の
西
に
あ
っ
た
寺

島
と
い
う
小
さ
な
島
に
あ
っ
た
草
庵
。
寺
島

は
波
に
削
ら
れ
、
今
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い

そ
う
で
す
。

   

一
四
六
七
年
に
幡
豆
郡
山
口
郷
に
移
転
。

火
災
に
遭
っ
て
さ
ら
に
移
転
し
て
当
地
に
落

ち
着
き
ま
し
た
。

   

九
代
住
職
聴
覚
上
人
の
時
に
当
地
の
有
力

者
、
松
平
庄
右
エ
門
が
諸
堂
を
寄
進
。
末
寺
、

檀
家
の
多
い
三
河
の
大
伽
藍
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。

   

夏
に
訪
ね
た
際
に
は
、
境
内
に
数
え
き
れ

な
い
ほ
ど
多
く
の
美
し
い
風
鈴
が
飾
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
お
盆
の
行
事
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

   

五
十
四
番
は
本
堂
南
側
に
あ
る
観
音
堂
で

す
。

    

ご
本
尊
（
五
十
三
番
）
阿
弥
陀
如
来

    

ご
本
尊
（
五
十
四
番
）
子
安
観
世
音
菩
薩

    

ご
詠
歌　

ご
霊
場 
め
ぐ
り
か
さ
ね
て

形
原
寺 

真
如
の
光 
い
と
ど
さ
や
け
き

★
眼
病
除
け

   

五
十
三
・
五
十
四
番
か
ら
集
落
の
中
を
抜

け
て
約
百
メ
ー
ト
ル
南
に
進
む
と
、
五
十
五

番
、
行
基
山
実
相
院
。
浄
土
宗
西
山
深
草
派

の
お
寺
で
す
。

   

遠
く
に
形
原
の
海
が
見
下
せ
る
小
高
い
丘

の
上
に
あ
り
ま
す
。

   

天
平
年
間
（
八
世
紀
半
ば
）
に
諸
国
行
脚

し
た
行
基
が
巡
錫
、
逗
留
。
仏
法
有
縁
の
地

と
感
得
し
て
当
地
に
小
堂
を
建
て
、
小
高
い

丘
は
行
基
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。

   

時
代
は
下
っ
て
一
五
一
〇
年
、
形
原
城
主

松
平
光
重
の
四
男
実
長
が
、
五
十
三
番
札
所

の
真
如
寺
二
世
誉
月
和
尚
の
下
で
得
度
。

   

名
を
暁
誉
と
改
め
、
行
基
山
に
当
寺
を
建

立
。
当
初
は
長
福
寺
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

   

形
原
城
は
江
戸
時
代
初
期
に
当
地
に
形
原

藩
が
置
か
れ
た
時
の
居
城
。
浜
の
名
に
ち
な

ん
で
稲
生
城
、
あ
る
い
は
海
に
囲
ま
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
海
岩
城
と
も
呼
ば
れ
た
そ
う
で

す
。
今
川
氏
、
松
平
氏
の
興
亡
に
翻
弄
さ
れ

た
お
城
で
し
た
。

   

五
十
六
番
は
本
堂
西
側
に
あ
る
行
基
殿
。

一
九
三
三
年
、
ご
本
尊
の
日
限
地
蔵
に
願
掛

け
し
た
村
人
の
眼
病
が
平
癒
。
そ
の
御
礼
の

額
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

    

ご
本
尊
（
五
十
五
番
）
阿
弥
陀
如
来

    

ご
本
尊
（
五
十
六
番
）
日
限
地
蔵
大
菩
薩

    

ご
詠
歌　

石
段
を 

登
る
え
に
し
の

行
基
山 

大
師
を
お
が
む 

心
な
り
け
り

★
癌
封
じ
の
無
量
寺

   

五
十
五
番
・
五
十
六
番
か
ら
海
の
方
に
向

か
っ
て
西
進
。
形
原
城
と
縁
の
深
い
利
生
院

を
経
て
、
来
月
は
西
浦
温
泉
に
向
か
い
ま
す
。

   

三
河
新
四
国
の
発
願
寺
で
も
あ
る
癌
封
じ

寺
で
知
ら
れ
る
無
量
寺
に
向
か
い
ま
す
。
乞

ご
期
待
。

   


